
 

  
鉄鋼溶接部の破面写真集 

Fractographic Atlas 
of 

Steel Weldments 

溶接学会溶接冶金研究委員会編 

Japan Welding Society 

1  9  8  2 

黒 木 出 版 社 



 

 

 

 

 

 

  



－i－ 

序 

 溶接構造物の信頼性が今日，各方面から極めて重要視されてきている．このため溶接部 

に破損，破壊等の事故が発生すると，その対策が徹底的に検討されるようになっている．こ

の場合に，最初に取り上げられる検討方法はそのフラクトグラフィである．すなわち破面の

マクロおよびミクロのフラクトグラフにより，その事故の原因を究明せんとするのである．

ここに破面の見方が重要視される理由がある．さらに，事故以外に溶接継手部の特性の究明

においても，そのフラクトグラフィ的手法は常に利用され，それにより技術が大きく向上し

ている事が多い． 

 フラクトグラフィの歴史その物は比較的古いのであるが，最近の走査型電顕の発達によ

り，ミクロ・フラクトグラフィの分野がとくに長足の進歩を遂げたのである．このため学会，

研究会およびその他の発表会等でも，その発表において広くミクロ・フラクトグラフィが利

用されてきている．そしてこの事は今後益々広がろうとしている．このためフラクトグラフ

の見方，その解釈の仕方ならびに組織の呼称用語等について溶接学会溶接冶金研究委員会

においても統一的に考える必要が生じてきた．さらに又，研究者にとって必要に応じて利用

できる破面を集大成した参考書が必要となってきていると思われる． 

 このような「破面集」はすでに一部既刊されているが，より広範囲な関係者により，実構

造物の破面をも含めた「破面集」は未だ公刊されていないのが現状である． 

 そこで，本研究委員会ではその研究活動の一環として，溶接部のミクロ破面集を刊行する

事を計画しワーキンググループ（小委員長 松田福久阪大教授）を結成しその作業に入った

のである． 

 そして参加各位の積極的な努力により，短期間において本書を出版する事が出来た． 

 

 本書作製に関し溶接学会溶接冶金研究委員会ワーキンググループの各位をはじめ関係各

位の御努力，御協力に対し深く感謝の意を表する次第である． 

 そして又，本書が溶接冶金学ひいては溶接工学，技術の進歩発展にいささかなりとも役立

てば望外の喜こびとするところである． 

 

     昭和 57年 2月 溶接学会溶接冶金研究委員会委員長 

 菊 田 米 男 

 (大阪大学教授) 

 Yoneo Kikuta 

 Professor, Osaka University 
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緒       文 

 溶接学会溶接冶金研究委員会において，溶接部のフラクトグラフィの集積とフラクトグ

ラフに対する解釈の統一化の目的で総合的な「破面集」を作製する事になり，昭和 55 年 8

月に同委員会内に「破面集」作製のワーキンググループが設置された． 

 このワーキンググループは同年 11月より「破面集」作製のための活動を開始し，溶接継

手の破面の製作とその収集，各破面のフラクトグラフィの作製，事象毎のフラクトグラフィ

の概説および編集，出版という手順で本書の「破面集」を完成させた．要した期間は約 1年

半であった．すなわち，まず企業のメンバーを中心に全メンバーにより実験室的な標準破面

と実構造物破面の製作および収集を行ない，それぞれに対するフラクトグラフィを作製し

た（昭和 55 年 11 月～56 年 6 月）．その結果，約 170 件のフラクトグラフィが集積された．

この内には本会の委員以外の研究者,技術者からも多くの協力が得られた．そして集積され

たフラクトグラフィは幹事のところにおいてそれぞれの事象毎のセクション別に分類され，

さらにそれを幹事が手分けして各セクションに対する一般概説を付した（昭和 56年 6月～

同年 11月）．そして総括幹事を中心にそれらを編集して出版したのである． 

 なお，外国の利用者のために一部本文内に英文を併記した．また図，表の英文は必要があ

れば別添することにした． 

 右記にワーキンググループのメンバーを記したが，ワーキンググループの各メンバーの

積極的な御協力により，予想以上に多数のフラクトグラフィが集積され，また予定通りの短

期間で本書を出版する事ができた．ここに各位に対し衷心より謝意を表したい． 

 また，ワーキンググループのメンバー以外にも多くの人々の御協力があったが，この事を

付記すると同時にこれらの各位に対しても深い感謝の意を表したい． 

 また，出版については黒木出版社の熱心な御協力があった．ここに記して謝意を述べる． 

 そして，本書が頭書の目的に合う事を希望すると共に，またいささかなりとも溶接工学お

よび技術の進歩発展に寄与する事を願うものである． 

 

     昭和 57年 2月 ワーキンググループ小委員長 

 松 田 福 久 

 （大阪大学教授） 

 Fukuhisa Matsuda 

 Professor, Osaka University 
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